
日本計画行政学会中部支部 

●2025年度研究助成の公募ご案内 
 

日本計画行政学会中部支部では、次の要領で公募による研究助成を行います。ふるってご応募い

ただきますようご案内申し上げます。 

 

●2025 年度テーマ 

 「計画をつくる、未来をつくる」 

ロシア・ウクライナ戦争、新型コロナ感染の影響、カーボンニュートラルへの対応など様々な

面で先行きが不透明な時代にあって未来を的確に描く行政計画の創出に資する研究、計画策定

の新しい手法やアプローチを活用、発展させる研究について広く募集します。 

 

●研究助成費 【助成総額４０万円】 

個  人： １件 ２０万円以内 

グループ： １件 ４０万円以内 

 

●対象者 

一般社団法人日本計画行政学会中部支部会員（個人・機関・グループ）、並びに行政担当者、学

生他、学会の活動にご理解をいただける方を対象とさせていただきます。 

※グループは 3名以上 10名以内であり、申請代表者を含む複数名が中部支部会員であること。

なお、グループ応募の場合で、採択後さらに中部支部会員から若干名のオープンな参加を募

る場合には、審査においてプラス評価いたします。応募者多数（3名以上）の場合は申請者に

よる選考を可といたします。 

※学会未加入の方でも応募可能ですが、助成決定後、新規に加入していただきます。 

 

●採択 １～２件 

 

●研究助成の流れ・スケジュール 

助成の対象となる研究は、ご応募いただいた研究計画の中から 2025 年 7月に行われる審査委員

会にて選定いたします。助成が決定した研究者の方には 2026年度の支部大会にて研究成果を発

表していただきます。 

2025年 5月中旬 研究計画書応募開始 

6月 30 日 研究計画書応募締め切り 

7月頃 審査委員会にて助成者決定 

2026年 3月末頃 中間報告書提出（2,000字程度） 

7～8月頃 支部大会にて研究発表（完成原稿提出 A4・10枚程度） 

10～11 月頃 研究報告誌に掲載(本部ＨＰにて公開) 

 ＜過去の研究助成テーマと実績＞ 

    ・2023年度テーマ『計画をつくる、未来をつくる』 

      ｢多文化共生施策実施における国際交流協会の役割｣ 

     ｢空間シェアリング生成アプローチの在り方－名古屋商店街オープン事業の評価｣ 

・2024年度テーマ『計画をつくる、未来をつくる』 

      ｢日本の地方自治体におけるエネルギーアクセスとエネルギー貧困の指標開発に向 

けた基礎調査｣ 

 

●申込締切 ２０２５年６月３０日（月） 

 ・締切期日までに以下のフォームに研究計画を入力して提出してください 

 

https://forms.gle/pTPqU93vaLvAsQWm8 

 

 

＜問い合わせ先＞  一般社団法人日本計画行政学会中部支部研究助成担当 

e-mail：jappm.c01@gmail.com 

https://forms.gle/pTPqU93vaLvAsQWm8

